
 
 
 
 
 
 

 
 
 

9 月 28 日、JAL 本社前にて、原告団・JAL 不

当解雇撤回国民共闘による宣伝行動が行われ、

110 名が参加しました。 
 30 日の稲盛会長の証人尋問。宣伝行動で原告

団は、「稲盛会長は誠意を持って証言せよ」と、マ

イクを手に強く呼びかけをしました。 
 要請行動では、山口原告団団長と共に国民共闘

の金澤共同代表（全労協議長）、井上全労連事務

局次長、津恵航空連事務局長等、各団体の代表

者による要請団より、話合いを求める要請書と社

長宛の 24,300 筆の署名を提出しました。 
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9/28 本社前宣伝行動 

 
日航は不当解雇撤回しろ～!!  本社前でシュプレヒコール 

 
JAL の闘いは労働法の根幹であり生存権をめぐる闘い 

NTT 東日本関連合同労組 菅野（かんの）さん 

NTT では、赤字宣伝とともに 50 歳で 20%の賃金ダウンと関連子会社へ

の転籍、これに応じなければ全国配転といわれ、多くの仲間が苦渋の選択

を強いられた。このような中で賃下げ等を容認するのは組合でないとして、

私達は 2002 年に組合を結成しました。JAL の破綻は 100％経営の責任、

この闘いは労働法の根幹に係わる闘いであり、生存権をめぐる闘いでもあり

ます。共に闘いましょう！                
 

 
京成電鉄労組電車支部の大嶋さん 

 
指名解雇であり組合潰し 

不当な解雇は絶対に許さない！ 
京成電鉄労組電車支部 大嶋さん 

空の安全を守ってきたのは現場の労働者で

す。この解雇は指名解雇であり、組合潰しでも

あるのです。絶対に許せません！共に頑張りま

しょう！   

稲盛会長は誠意を持って証言せよ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JAL 本社前で横断幕を掲げ不当解雇撤回をアピール 

 
 

正直者が馬鹿をみることがあってはならない！ 
乗員原告 森谷明年さん 

病気を理由に解雇されました。26 日の証人尋問では、解雇の

必要が全くなかったことが、明らかにされました。是非、解雇撤回

を一日も早く決断すべきです。今、会社への、薬の服用などの相

談者はゼロになりました。何故なら、正直に相談、報告し休んだ

者が解雇されたからです。正直者が馬鹿を見ることがあってはな

りません！安全最優先の JAL の再建のためにも、同じ職場の仲

間たちのためにも、裁判に勝ち、職場復帰するまで闘います！ 
                 

稲盛さん!! あなた自身が 

JAL フィロソフィーに反していませんか？ 
乗員原告 近藤克彦さん 

「人間として何が正しいか、自らに問い勇気を持っ

て正しいことを貫いていくことが大切」と説いているな

ら、自分自身の発言に責任を持つべきです。また、

「仲間など他人を思いやる心」と言いながら私達を奈

落の底に突き落としました。まだ、遅くはありません。

稲盛さん！30 日の法廷で過ちを正直に認めなさい！ 
          

鶴丸の飛行機で 

仕事をしたいんです!! 
客乗原告 曾村佐知子さん 

36 年間、一生懸命働いてきました。お客様

にも安心、安全を第一にベテランとしての誇り

を持ってフライトしてきました。私達を一日も早

く職場に戻して下さい！鶴丸の飛行機で仕事

をしたいのです。 
 

実施中です!! 

「公正判決を求める署名」 
第一次締め切り＝11 月 30 日 

第二次締め切り＝１２月末 

集めよう！ みんなの力で多数の署名を 

稲盛会長の反対尋問では 

心の底まで引き出していく！ 
乗員原告団長 山口宏弥さん 

「誠意を持って話し合っていきたい」と会見で発言した

稲盛会長に、これまでに何度も直接対話の要請をして

きましたが、一度も会えていません。 
稲盛会長は主尋問の時間を 60 分から 40 分への変

更を要望してきたが、反対尋問についてはしっかりや

り、彼の心の底まで引き出していきたいと考えている。

乗員裁判は12月19日で結審します。10月より裁判所

宛の署名が始まっています。「支える会」も本格的にス

タートします。この闘いは、日本の働く者全体の雇用を

守る闘いであり、JAL の安全を守る闘いです！ 

 
責任を取らねばならないのはだれか 

取り違えをしないでください!! 
客乗原告 高橋範恵さん 

白紙のスケジュールが渡され仕事を取り上げら

れ、退職強要の面接を受けてからまもなく一年にな

ろうとしています。私達は JAL 再生のためにあらゆ

る協力をしてきました。責任を取らねばならない人間

を間違えないで下さい！これは人間の尊厳を守る闘

いです。稲盛さん、誰が JAL を守り愛してきたか、し

っかりと確認すること、それがあなたのやり残した仕

事です！ 
           


